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【要旨】
成人学習者及び生涯学習・社会教育行政担当者のメディア利用の実態と課題を明らかに

する。利用頻度では年齢差が顕著で若年ほど新しいメディアに抵抗が少ない。コンピュー
タは「ボランティアや市民活動への興味」と「入づきあい」が多い層の利用度が高い。本
やテレビへの批判的意識は意欲や生活の主体性と関係する。インターネットに批判的な者
はパソコンに精通している。家族の話合いはテレビや新聞のリテラシーを高める。子ども
の有害情報は利用者の判断に任せる意見が多く、インターネットは大人が配慮すべきとい
う意見が多い｡行政担当者は自宅や職場で新しいパソコン利用を難しく感じている。今後、
メディア毎の教育機能の相違を配慮した学習者や指導者のリテラシー研究が重要となる。

１．研究の目的と方法
生涯学習社会は学校教育で培われる読み書き計算などの基礎的な学習能力に加え、社会
の変化に伴って生じる生活や文化的課題を遂行する学習能力を求める｡特に､現代社会の多
様なメディアの普及は､情報活用能力と共に情報を取捨選択する新しい学習能力、「メディ
ア・リテラシー」を必要とする。本研究の目的は、メディア・リテラシー概念の理論的研
究を端緒に、成人学習者及び生涯学習・社会教育行政担当者の調査に基づき、メディア利
用の実態と課題を明らかにすることにある。調査対象および方法は下記による。
①全国の生涯学習・社会教育センター講座及び開放講座受講者６２９名（女性45.8％、
男性52.6％）に対する質問紙調査

②1078市区町村の生涯学習、社会教育担当者に対する質問紙調査
回答数806名（女性14.4％、男性81.0％)、回収率74.8％

２．メディアの利用と活動姿勢
(1)メディアの所有と利用実態
多岐にわたるメディアのうち、近年普及した携帯電話・PHS、パソコン、インターネ
ットに接続しているパソコンの所有率は、図２-１に示した。パソコンは、全体の７割の
人が所有、性別では、男性は個人所有率が高く、女性は家族共有率が高い傾向にある。携
帯電話・PHSの所有では、性差が小さく個人所有率は男女ともに約５割となっている。
利用頻度は、パソコンを「ほぼ毎日使う」と回答した者は、女性29.5％、男性44.5％で
あり、男性の利用頻度が高い。年代では「毎日使う」割合は、３０代で最も高く(62.5%)、
次いで２０代(49.1％)と４０代(47.0%)の順である（表２-１参照)。
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表２-１パソコンの利用頻度（％）

表２-２携帯電話・PHSの利用頻度(%)

（有意差危険率☆☆☆0.01以下＊☆0.1以下＊0.5以下）

携帯電話･PHSの利用頻度では性差が小さく､年齢層の差が大きい。「ほぼ毎日使う」
が全体で３６．２％であるが、性別で見ると女性３４．３％、男性３７．８％、年齢層では20代が
85.5％と高く、次いで30代51.5%の順である（表２-２参照)。２０代、30代は、コミュニ
ケーション手段・自己表現手段として、インターネット、携帯電話・PHSなどの新しい
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機器利用に対して抵抗感が少ない。利用頻度が最も高い年齢層はパソコンが３０代、携帯
電話・PHSは２０代である。この年齢層の差は、新しい物に心理的抵抗感が低い若い世
代から新しいメディアが普及していく傾向と、そのメディアが登場した時期の時間差を反
映していると思われる。
（２）活動姿勢とメディアの利用
次に、携帯電話・PHS，パソコン、電子メールの利用頻度と、有意差が顕著に認めら
れた活動姿勢項目「ボランティアや市民活動への興味」と｢入づきあい」の２項目との関
係を見よう。（有意差危険率…0.0'以下・衝0.1以下☆0.5以下）「ボランティアや市民活動への興味」
に「あてはまる」「ややあてはまる」と回答した者が、パソコンや電子メールを利用する頻
度は必ずしも高くない（図２-２，２-３参照)。メディアを介した間接的なコミュニケーシ
ョンより、直接的交流を優先する姿勢が推察される。「人と話すことはあまりない」という
項目に「あてはまらない」「あまりあてはまらない」と回答した者（人と積極的に話す者）
は、パソコンを利用する頻度が高い。人と積極的に関わる気質の者が新しいメディア機器
などの利用により強い関心を持つ傾向がある。
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３．メディアに対する批判的意識における特質
ここでは、各種メディアへの考えの特徴、特に批判的意識と種々の態度との関わりをみ

る。具体的には、各種メディア（本、テレビ、インターネット）の体験において、「本当の
ことと違う」とどの程度感じたかと他の質問事項とのクロス結果をみることとする。（有為
差危険率＊**0.001以下+0.1以下）
（１）主体的態度
図３-１「こういうことがしたいなあ」と考えるとわくわくする割合（メディア別批判意識
別）
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図3-ｌのように、本やテレビへの批判的意識がある場合「こういうことがしたいなあと
考えるとわくわくする」の割合が高く、意欲的で、生活に主体的である。
（２）人間関係とパソコン技術
図3-2批判意識別人前に出るのが苦手な割合とパソコン等への接触意識の割合
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図３-２のように、インターネットに批判的な場合はパソコンに精通しているが、人前に
出るのは苦手と得手に二極化している。
（３）ボランティアや市民活動への興味
図3-3テレビ情報への批判意識別ボランティアや市民活動への興味がある割合
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図３-３のように、テレビに批判的な場合もボランティアや市民活動へ若干興味がある割
合が高い。
（４）一人での学習
図３-４メディア別批判意識別一人での（本や参考書籍だけで）学習している割合
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１｜ ■インターネットからの情報ロテレビからの情報國本からの情報
本などで個人学習する割合が高い。メディア全般に批判的な場合、図３-４にみるように、

インターネットに批判的な場合、職場学習の割合が高いが、インターネットに批判的でな
い場合、サークルや公民館等の講座参加している割合が高い。
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（５）インターネットでの批判意識と学習方法
図3-5インターネットでの批判意識別学習方法別学習経験率
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インターネットに批判的な場合は職場学習の割合が高く､批判的でない場合はグループ、
サークルや公民館などによる学習割合が高い。（図3-5）
（６）メディアに関する会話

図3-6家族とテレビ番組,本,新聞,雑誌の記事を話し合う割合（メディア別批判意識別）
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図３-６のように、本やテレビの批判意識が高いとメディアについて家族の話し合いがあ
る。しかし、ITの批判意識の違いでは話し合いの割合は高くない。

（７）メディア理解
図3一７のように、本やテレビでの批判意識が高い場合「メディアが伝えた内容を視聴者

はみんな同じように解釈する」ことが「ない」という高い理解度がみられる。インターネ
ットからの情報で本当の事と違うといった批判意識は若干低い。
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図3-7メディア別批判意識別メディアが伝えた内容を同じに視聴者が解釈することが「な
い」と考える割合
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（８）有害情報への意識
図３-８メディア別批判意識別メディアの子どもに有害と思われる情報への意識

図３一８のようにメディア全般に批判的であると、有害な情報を利用者の判断に任せる割
合が高いが、インターネットは大人が工夫すべきという割合も高い。
（９）メディアへの態度
図３-９メディア別批判意識別とても許せない内容の発言や場面があった時の態度の割合

メディアに批判的
合が高く、家族など！

こ連絡内容の た時ラ
ﾄ上豊

言 あ
見を言う割

-80-

本 よく
ある

き
き
る

と
ど
あ

雛脆
い

まっ
たく
ない

TＶ よく
ある

とき
どき
ある

あま
りな
い

まっ
たく
ない

IＴ よく
ある
礎踏鵬

あま
りな
い

まっ
たく
ない

1．法律で規創

2.制作側が注意

3.大人が工夫す
る
4,自分で判断

無回答

* * ＊

54.2

29.2

0.0

12.5
4.2

33.4

47.1

6.8

1１．９
0.3

33.2

48.0

9.8

7.8

1.2

33.3

25.0

8.3

33.3
0.0

＊*＊

35.0

42.7

6.8

1３．７

1.7

34.2

46.1

8.5

11.0

0.3

35.3

49.6

7.5

6.8
0.8

16.7

33.3

16.7

33.3
0.0

̅

35.3

29.4

14.7

20.6
0.0

31.7

45.8

11.7

10.8
0.0

36.4

42.1

7.1

13.6
0.7

55.6

44.5

０．０

０．０
0.0

本 恥る 馳纐 揃細 勘鮴
い

TＶ期る 駛纐 揃加 誠伽 Iｒ期る 腔糊 捌紬 鍬伽
1局や関係者にすぐ■
鯖等で連絡
2内容を検肘後局や因
係者に連絡
3他人の意見を聞いて
決める
4作品を送ったり､応リ
したりする
5身の回りの人に愈見
を首うだけ
6何もしない
7テレビは見ない

雛回答

…

12.5

8.3

16.7

0.0

33.3

16.7
０．０
1２５

15.0

9.8

０．３

53.2

10.6
2.7
1.7

9.4

7.8

8.6

０．０

銘.６

1１．３
2.7
3.5

０．０

16.7

0.0

0.0

75.0

8.3
0.0
０．０

＊＊＊

6.8

9.4

1２．８

0.0

51.3

1３．７
4.3
1.7

7２

13.8

8.5

０．３

54.5

1１．３
1.9
2.5

7.5

8.3

9.0

０．０

57.9

11.3
2３
3.8

0.0

0.0

16.7

0.0

66.7

16.7
０．０
0.0

＋

14.7

5.9

1４７

0０

47.1

14.7
２９
0.0

7.5

16.7

8.3

0.0

53.3

11.7
0.8
1.7

8.6

5.7

10.0

0.0

“､７

1２９
1.4
0.7

5.6

1１．１

5.6

0.0

釦０

11.1
11.1
5.6



4．生涯学習・社会教育担当者のメディア活用と多様なメディア・リテラシー
生涯学習･社会教育担当者のメディア利用に関しては､平成１２年の生涯学習審議会答

申でその重要性が論じられている。特に、「生涯学習行政に携わる職員､特に生涯学習関連
施設の職員」については、「情報機器を使用して情報を収集し、自ら発信する能力や、学習
者から情報検索の方法や情報の活用方法について相談を受けた場合の対応能力、情報セキ
ュリティなど情報ネットワークで問題が生じた場合の対処方法・指導方法などのより幅広
い情報リテラシーを身につけること」が必要であり、そのためにも「大学、短期大学、高
等専門学校や専修学校など専門的な知識を持った人材・施設を活用して、生涯学習行政に
携わる職員などの情報リテラシーに関する研修体制を整備・構築すること」が求められて
いる。本節では、実際に全国の市区町村の生涯学習・社会教育担当者がどのようなメディ
アの活用を行い、メディアをどの程度難しく感じているか、そのリテラシーの実態に焦点
を当てて考察する。
(1)メディアの所有と使用の実態
表４-１メディアの所有率

表４-２メディアの使用頻度

まず､メディアを使用する前提となる所有状況をみると、携帯やファックス､パソコン、
ビデオなどでの新しいメディアは、学習者に比べ職場や個人で所有している比率が高い。
また､単に､新しいメディアの所有率が高いだけでなく、その使用頻度も学習者より高い。
（ビデオを除く）
(2)コンピュータの利用と研修の経験
コンピュータの利用経験年数をみると、「1～２年」が３２％、「3～５年」が３３％、「6～

１０年」が１７％となっており、「１１年以上」という長い経験をもつものと逆に、「なし」は

- 8 1 -

自分だけのもの
がある

職場で（家族で）一緒に
使うものがある

持っていな
い

携帯(PHS) 82.6 9.1 15.2
(学習者） 50.2 14.7 42.0

ファックス 33.4 77.7 10.1
(学習者） 9.7 49.1 44.1

パソコン 75.0 66.9 5.6
(学習者） 41.7 37.3 29.3

パソコン＋インターネット 55.9 52.9 18.3
(学習者） 25.7 28.3 49.7

メールアドレス 58.8 42.7 22.6
(学習者） ’３５．５ １６．０ 52.3

ビデオカメラ 46.5 37.0 31.4
(学習者） 1１．１ 32.3 57.7

ほ ぼ 毎 日 使 う と き ど き 使 う 使 わ な い 合 計
携帯(PHS) 65.6 19.3 15.1 100.0

(学習者） 36.2 20.9 42.9
ファックス 26.2 68.1 5.6 100.0

(学習者） 7.2 56.0 36.9
パソコン 79.3 15.3 5.4 100.0

(学習者） 37.4 30.9 31.7
パソコン＋インターネット 44.9 34.5 20.7 100.0

(学習者） 25.4 23.6 51.1
パソコン電子メール 27.5 ４１．１ ３１．４ 100.0

(学習者） １８．９ 23.3 57.9
携帯でメール 23.6 25.4 50.9 100.0

(学習者） 11.6 13.0 75.4
ピデオカメラ 0.5 56.5 43.0 100.0

(学習者） ０．７ 34.2 65.1



それぞれ１割弱となっている。地域別では、「なし」という回答者は市区が３％にすぎない
のに、町で１１％、村で１６％と小さな自治体ほど未経験者が増えているが、それでも２割
に満たない結果となって、経験者の方が多い。インターネットの利用経験年数では「なし」
が２５％、「1～２年」が４９％、「3～４年」１９％、「５年以上」が６％となった。コンピュー
タの研修経験では、「なし」が４８％、「あり」が５５％で、研修経験がないにもかかわらず
利用者が多いのは、個人使用や自己啓発によって学習している実態が伺える。

(3)メディアの活用形態
図4-1携帯電話の活用法

調査で取り上げたメディ
アは、その種類によって用
いられ方が異なることがわ
かるが、担当者がそれぞれ
のメディアをどのように活
用しているか、ここでは、
パソコンと携帯電話の二種
類について、その結果を図
(ユークリッド距離モデル
による多次元尺度分析)に
示した。
携帯電話は､通信､会話、
そして非常の場合の連絡手
段として、その機能は連絡
を主としている。
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図４-２パソコンの活用法

１ これに対し、パソコンの
活用法のパターンは、趣味
のため、日常生活の記録の
ため、仕事のためのおよそ
三つのパターンに分かれて
いる。
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ー (4)メディア利用の難しさ
「あなたは、次のメディ

アを使う事(読む事,見る事
など）がむずかしいと感じ
ますか｡」として、，４のメ
ディアを使う難しさについ
て尋ねた結果からその反応
を多次元尺度に位置づけた
のが、図４．３である。
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図４-３メディアを使う難しさ
ラジオ、テレビ、ビデオ、フ

ァックスなどのグループに対し、
パソコンはまったく対局に位置
し、専門誌や本などと同様、非
常に利用が難しいという意識が
ある。これらのメディアで特に
新しいメディアについて、学習
者との結果を比較すると、電子
メールについては、学習者ほど
困難さを感じていないが、パソ
コンの利用に関しては、学習者
同様､困難を感じる比率は高い。
ただし、同じメールでも、携
帯とパソコンの場合では、困難
さが異なって感じられている。
携帯のメールが難しいという
グループと易しいというグルー

1.5

､５

汐

弓５
園暇侭 ■■■

1.5ー

可 ■ Ｕ ■ ロ ■ ワ ■ ﾛ-20-１．５-１．０一.５０．０、５１．０１．５２．０

次元１

プとの関係に対し、パソコンの利用は、まったく違う軸を形成している。
表4-3メディア利用の困難度

学習者調査の結果と同様に、「パソコン（インターネット利用）の困難度」には、性差よ
り、年齢差が大きく関係している。「携帯メールの利用の困難度」は、男性より、女性の方
が低く、若い世代の方が利用を容易に行っている。ただし、50代については、男女関係な
く困難と感じる人が多い。また、「パソコン（インターネット利用）の困難度」に対し、
研修経験が大きな影響を持つかとみたが、分析結果では、研修経験の有無より年齢層の影
響の方が大きい。以下、特に大きな困難度をもつパソコンについて、困難を克服するため
の要因として何が重要かを考察した。
(5)パソコンのリテラシーの形成要因について
自由記述の結果から、パソコンを所有しているかどうかで、そのリテラシーが異なって
くるという記述がみられた。そこで、年齢層とパソコンの所有の有無がどのようにパソコ
ン活用の困難さと関わってくるのであろうか。
表4-4「パソコン(インターネット利用)｣の困難度と所有の有無

インターネットを接続した
パソコンの利用を易しいと感
じるグループとそうでないグ
ループの差異に注目すると、
まず、パソコンを自分だけの
ものとしてもつ層とそうでな
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(学習者） 20.7 47.1 32.2
パソコン＋インターネット 1５．０ 46.6 38.4 1 ”

(学習者） 23.2 40.3 36.4
パソコン電子メール 13.8 40.2 46.0 1㈹
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い層では、困難度も異なっている。職場で一緒に使うものがあるかどうかよりは、自分だ
けのものとして使えるかどうかが大きな問題である。多くの企業において、従業員に１人一台のパソコンを所有させるようにする理由もここにあると思える。
表4-5「パソコン(インターネット利用)｣の困難度と活用の方法

また、活用法とのクロ
ス分析の結果では、「パ
ソコン(インターネット
利用)」を易しいと思うグ
ループには、趣味や日常
生活での多様な活用を考
える回答率が高い。自分
で所有している人のみに
データを統制した場合も
同様の結果がみられる｡
逆に、難しいと感じる回
答者には、「仕事のため」
に活用するという回答率
が高い。
§所有、４０代のみ）
らに、困難度への影響要
して年齢を統制し、４０歳

表4-6「パソコン(インターネット利用)｣の困難度と活用の方法 (自分で所有、４０代のみ）
さらに、困難度への影響要

因として年齢を統制し、４０歳
代にのみ回答者を絞っても、
同様の結果が得られる。ただ
し、この結果では、「仕事の
ため」という回答率について
は、大きな差異がみられない
が、年齢と自己所有を統制し
て、「仕事のため」、「その
他の趣味のため」と、「パソ
コン(インターネット利用)」
のクロス表を見ると、「仕事
のため」の場合に困難度が高
く、「趣味のため」の場合に低
くなる傾向がある。以上のこ
/ターネット接続）を単に仕事とから、担当者のメディア利用においては、パソコン（インターネット接続）を単に仕事

のためだけに利用するのではなく、より広い活用法を考えていくことが、リテラシーの向
上につながるといえよう。
表４-７『パソコン(インターネット利用)｣の困難度と『趣味のために用いる｣(自分で所有､40代のみ）

その他の趣味のためとパソコン＋インターネットのｸﾛｽ表

(立田慶裕）
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